
児
童
数
の
減
少
が
進
む

中
、
中
学
校
統
合
検
討
委
員
会

設
置
の
考
え
は
。

小
中
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

中
学
校
の
建
設
場
所
に
、

幼
稚
園
建
設
の
と
き
に
も
検
討

さ
れ
た
陸
上
競
技
場
、
屋
内
運

動
場
な
ど
施
設
が
整
っ
て
い
る

総
合
運
動
自
然
公
園
は
ど
う
か
。

校
舎
の
建
設
場
所
に
か

か
わ
ら
ず
、
統
廃
合
の
す
べ
て

の
面
で
様
々
な
角
度
か
ら
調
査
、

検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

小
学
校
を
現
在
の
北
中
、

南
中
の
二
つ
に
統
合
し
、
空
い

た
小
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
開
放
し
て
は
。

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ

い
て
も
、
住
民
の
意
向
等
を
十

分
に
調
査
し
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

登
校
に
は
通
学
バ
ス
を

導
入
し
て
、
昼
間
空
い
て
い
る

時
間
帯
を
市
内
巡
回
バ
ス
に
利

用
し
て
は
。

統
廃
合
及
び
統
廃
合
後

発
生
す
る
様
々
な
課
題
に
つ
い

て
も
、
総
合
的
に
調
査
、
研
究

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

赤
城
西
麓
の
土
地
改
良

が
済
ん
だ
と
こ
ろ
に
電
牧
柵
の

設
置
を
。
ま
た
、
鳥
獣
害
対
策

の
現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
。

農
業
者
の
組
織
す
る
団

体
の
要
望
に
よ
り
補
助
事
業
と

し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
取

り
組
み
は
電
牧
柵
の
設
置
補
助

及
び
わ
な
・
お
り
等
に
よ
る
捕

獲
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

各
地
区
に
認
定
農
業
者

協
議
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、

組
織
を
生
か
し
た
施
策
は
。

協
議
会
組
織
の
統
合
に

つ
い
て
協
議
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
す
べ

て
の
認
定
農
業
者
を
対
象
に
調

整
事
項
等
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

入
札
制
度
は
常
に
改
革
、

改
善
が
必
要
で
す
。
市
民
に
信

頼
さ
れ
る
公
共
事
業
を
行
う
た

め
、
公
正
公
平
で
透
明
性
が
図

ら
れ
競
争
性
が
高
ま
る
制
度
、

発
注
者
の
恣
意
性
が
排
除
さ
れ

る
制
度
、
工
事
品
質
が
確
保
さ

れ
る
制
度
、
事
業
者
の
入
札
に

係
る
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度

の
４
点
に
つ
い
て
市
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

地
方
自
治
法
等
に
基
づ

き
適
正
な
入
札
執
行
に
努
め
て

い
ま
す
。
条
件
付
き
一
般
競
争

入
札
の
拡
大
の
検
討
、
郵
便
の

利
用
、
最
低
制
限
価
格
の
設
定
、

電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
模
擬
電
子
入
札
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
入
札
制
度
の

見
直
し
を
検
討
し
た
い
。

改
正
温
泉
法
に
つ
い
て

温
泉
法
が
改
正
さ
れ
、

成
分
な
ど
掲
示
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。
各
温
泉
施
設
で
の
掲

示
方
法
を
工
夫
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
伊
香
保
温
泉
を
核
に
し

た
集
客
施
策
を
伺
い
ま
す
。

掲
示
は
分
か
り
や
す
い

よ
う
様
式
を
統
一
し
ま
す
。
観

光
基
本
計
画
を
作
り
、
こ
れ
に

基
づ
き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

自
動
体
外
式
除
細
動
器

不
特
定
多
数
の
人
が
集

ま
る
公
共
施
設
の
設
置
状
況
、

小
学
生
低
学
年
の
使
用
、
一
般

市
民
を
対
象
に
し
た
講
習
会
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出
し
、
民
間
へ

の
助
成
事
業
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

現
在
51
台
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

あ
り
、
小
学
校
で
は
低
学
年
へ

の
使
用
も
可
能
で
す
。
ま
た
、

助
成
事
業
は
進
め
て
い
ま
す
が
、

一
般
市
民
対
象
の
講
習
会
や
貸

し
出
し
は
今
後
検
討
し
ま
す
。

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

不
妊
に
悩
む
関
係
者
に

市
と
し
て
の
助
成
を
求
め
ま
す
。

県
の
助
成
事
業
の
活
用

を
周
知
し
、
今
後
市
の
助
成
に

つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

須
田
　
愛
作
　
議
員

赤
城
地
区
の
学
校
統
合
に
つ
い
て

新
井
　
晟
久
　
議
員

入
札
制
度
・
改
正
温
泉
法
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
・
不
妊
治
療
費
助
成
な
ど

自
動
対
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ)
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渋
川
市
は
公
営
企
業
法

に
基
づ
く
水
道
と
簡
易
水
道
が

あ
る
。
供
給
区
域
は
13
。
そ
し

て
条
例
で
は
給
水
人
口
９
万
６

２
１
２
人
、
最
大
給
水
量
１
日

７
万
３
１
３
９
„
と
定
め
て
い

る
。
13
供
給
区
域
の
水
源
、
水

質
、
水
質
管
理
、
災
害
時
の
供

給
対
策
、
そ
し
て
水
量
確
保
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

水
道
及
び
簡
易
水
道
全

体
の
水
源
は
合
計
で
64
ヵ
所
。

こ
の
水
源
の
原
水
に
つ
い
て
は

年
１
回
検
査
を
行
い
、
浄
水
検

査
の
結
果
は
す
べ
て
水
質
基
準

に
適
合
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
故
が
発
生
し
た
場
合
で
も
す

ぐ
に
断
水
し
な
い
よ
う
、
給
水

区
域
の
配
水
池
に
は
一
定
の
容

量
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

企
業
法
に
基
づ
く
水
道

で
は
老
朽
管
布
設
替
え
残
延
長

１
万
２
４
３
２
ｍ
、
有
収
率
83

・
８
％
で
あ
る
が
簡
易
水
道
を

含
め
た
場
合
は
。
ま
た
、
有
収

率
が
低
い
地
区
の
原
因
は
。
そ

の
地
区
に
は
優
先
的
に
布
設
替

え
を
と
考
え
る
が
対
策
は
。

簡
易
水
道
を
含
め
た
有

収
率
は
81
・
５
％
で
す
。

低
い
地
区
の
原
因
と
し
て
は

軽
石
層
の
た
め
漏
水
が
分
か
ら

な
い
こ
と
や
管
の
老
朽
化
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
低
い
地
区
は
計

画
的
に
布
設
替
え
し
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
の
公
営

企
業
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
へ

の
統
一
は
具
体
的
に
進
め
て
い

る
か
。
５
年
を
目
途
に
調
整
す

る
と
さ
れ
て
い
る
水
道
料
金
の

統
一
は
。
ま
た
、
水
道
事
業
全

体
を
示
す
資
料
を
作
成
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

水
道
事
業
へ
の
統
合
の

た
め
、
平
成
20
年
度
に
は
固
定

資
産
等
の
調
査
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
水
道
料
金
は
合
併
後

５
年
を
目
途
に
調
整
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
資
料
に
つ
い

て
は
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

市
道
　
２
号
線
・
17
号

線
・
18
号
線
・
１
９
４
号
線
の

改
良
工
事
に
つ
い
て
、
計
画
を

具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

２
号
線
は
平
成
20
年
度

に
現
地
調
査
の
予
定
で
す
。
17

号
線
は
平
成
19
年
度
で
第
１
期

工
区
が
完
成
と
な
り
、
引
き
続

き
第
２
期
工
区
へ
着
工
し
て
い

く
予
定
で
す
。
18
号
線
・
１
９

４
号
線
に
つ
い
て
は
、
総
合
計

画
を
基
本
と
し
て
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
野
上
公
民
館
、
小
野

子
・
村
上
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

の
建
て
替
え
年
度
は
。
ま
た
総

合
支
所
、
小
野
上
小
学
校
体
育

館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
。

公
民
館
は
平
成
22
年
度

建
設
予
定
、
改
善
セ
ン
タ
ー
は

20
年
度
設
計
の
計
画
で
す
。
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
利
用
方
法
を
含
め
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

一
級
市
道
で
あ
る
小
野

子
祖
母
島
間
を
車
が
利
用
で
き

る
市
道
に
改
良
す
べ
き
で
あ
る
。

祖
母
島
駅
及
び
小
野
上
福
祉
セ

ン
タ
ー
利
用
者
の
安
全
確
保
の

た
め
、
駅
周
辺
の
整
備
と
国
道

３
５
３
号
線
石
合
横
堀
間
に
歩

道
設
置
を
。

改
良
に
つ
い
て
は
、
道

路
・
橋
り
ょ
う
整
備
計
画
基
礎

調
査
結
果
を
踏
ま
え
検
討
し
た

安
全
で
安
心
な
水
を安定

供
給
す
る
た
め
に

い
。
ま
た
、
周
辺
道
路
の
整
備

は
全
市
的
な
道
路
整
備
の
中
で

検
討
し
た
い
。
な
お
、
歩
道
整

備
は
、
県
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
。

総
合
病
院
の
役
人
経
営

に
は
限
界
が
あ
る
。
指
定
管
理

者
へ
移
行
す
べ
き
決
断
の
と
き

と
思
う
が
。

移
譲
の
際
に
民
間
委
託

等
の
検
討
も
し
た
が
、
合
併
市

町
村
が
責
任
を
持
っ
た
運
営
を

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
公
共

の
市
民
の
病
院
と
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

南
雲
　
鋭
一

議
員

阪ノ下浄水場

老朽化が著しい小野子生活改善センター

小
野
上
地
区
の
諸
課
題
・

総
合
病
院
の
運
営
に
つ
い
て

平
方
　
嗣
世
　
議
員
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健
康
を
保
持
す
る
こ
と

は
だ
れ
も
が
願
う
こ
と
で
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
な
ど
疾
病
予

防
と
早
期
発
見
が
カ
ギ
で
す
。

市
民
の
健
康
保
持
の
た
め
の
対

策
と
取
り
組
み
は
。

現
在
策
定
中
の
渋
川
市

健
康
増
進
計
画
に
よ
り
来
年
度

か
ら
市
民
、
各
種
団
体
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り

を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

子
供
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
増
え
つ
つ
あ
る
児
童
虐
待

へ
の
対
応
は
。
ま
た
、
少
子
化

が
進
む
中
、
安
心
し
て
子
供
を

生
み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
市
は

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
で
は
、
「
子
育
て
と

成
長
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
魅

力
の
あ
る
ま
ち
渋
川
」
を
基
本

理
念
と
す
る
「
渋
川
市
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
」
を
定
め
、

こ
れ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
は
活
動
的
な
老

人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
合
併

し
た
ら
活
動
費
が
激
減
し
た
た

め
に
、
事
業
の
継
続
が
で
き
な

く
な
っ
た
と
の
声
を
耳
に
し
ま

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
独
自
事
業

へ
の
補
助
の
考
え
は
。

平
成
19
年
度
予
算
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
が
実
施
し
て
い
る

世
代
間
交
流
や
友
愛
訪
問
等
の

活
動
に
対
し
、
特
別
事
業
分
と

し
て
補
助
金
の
増
額
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

10
月
１
日
に
国
保
加
入

者
に
保
険
証
の
更
新
が
あ
り
ま

し
た
。
短
期
保
険
証
が
１
２
４

４
世
帯
、
資
格
証
明
書
が
１
７

２
世
帯
に
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、

根
拠
と
な
る
規
則
は
あ
る
の
か
。

資
格
証
明
書
は
法
令
に

基
づ
き
、
短
期
保
険
証
は
滞
納

者
の
生
活
実
態
や
納
付
状
況
等

に
よ
り
有
効
期
間
を
三
つ
に
区

分
し
発
行
し
て
い
ま
す
。

小
規
模
農
業
、
小
規
模

な
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
及
び
グ
ル
ー

プ
農
業
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の

支
援
策
は
。

農
業
者
の
組
織
す
る
団

体
と
し
て
要
望
し
て
い
た
だ
き
、

補
助
事
業
と
し
て
要
望
に
添
え

る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

野
菜
や
花
等
に
つ
い
て
、

市
が
技
術
指
導
を
行
う
こ
と
や

責
任
を
持
っ
て
販
売
し
て
い
く

こ
と
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

専
門
的
な
技
術
指
導
が

で
き
る
職
員
は
い
ま
せ
ん
。
技

術
指
導
・
販
売
対
策
を
含
め
、

生
産
組
織
や
関
係
機
関
等
と
連

携
し
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

農
産
物
の
販
売
強
化
に

つ
い
て
、
市
と
し
て
の
具
体
的

な
考
え
は
。

新
た
な
農
業
振
興
の
一

つ
と
し
て
観
光
農
業
の
推
進
が

あ
り
、
観
光
と
農
業
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

遊
休
農
地
対
策
事
業
に

つ
い
て
、
適
切
な
処
理
を
行
う

た
め
、
基
準
額
の
見
直
し
の
考

え
は
。

土
地
条
件
等
に
よ
り
差

異
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
基
準
額

を
定
め
て
補
助
し
て
い
ま
す
が
、

抜
根
の
基
準
額
は
処
理
費
を
含

め
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

市
内
建
設
業
者
、
建
設

業
協
会
等
と
災
害
協
定
を
結
ん

で
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
。協

定
は
災
害
時
の
対
応

策
と
し
て
有
効
な
方
法
だ
と
考

え
る
。
今
後
前
向
き
に
検
討
し

た
い
。

特
定
建
設
企
業
体
に
つ

い
て
、
入
札
金
額
の
引
き
下
げ

の
考
え
は
。

技
術
的
難
度
の
高
い
建

設
工
事
を
対
象
と
し
て
お
り
、

入
札
結
果
な
ど
を
検
証
し
な
が

ら
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

角
田
　
喜
和
　
議
員

農
業
振
興
に
つ
い
て

農業用のパイプハウス

早
期
更
新
が
待
た
れ
る
会
旗

丸
山
　
正
三

議
員

一 般 質 問一 般 質 問
質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

市
民
の
健
康
と
福
祉
の

充
実
を
図
る
諸
施
策
に
つ
い
て



よ
り
多
く
の
市
民
意
見

を
収
集
し
、
市
民
公
開
公
聴
会

を
持
ち
、
公
開
と
公
開
公
聴
会

結
果
報
告
会
と
を
組
み
入
れ
、

最
終
公
開
審
査
会
を
経
て
決
定

し
て
い
く
流
れ
を
考
え
る
べ
き

だ
。
当
局
業
務
も
簡
素
化
さ
れ

る
新
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
従
来
の
市
民
意
見

収
集
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

総
合
計
画
に
市
民
と
行

政
と
の
協
働
を
掲
げ
、
各
種
審

議
会
に
市
民
委
員
の
公
募
を
行

う
な
ど
、
市
民
意
見
聴
取
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
新
し
い
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
に
つ
い
て
は
運
営

方
法
な
ど
十
分
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。
市
民
意
見
公
募
に
つ

い
て
よ
り
多
く
の
意
見
を
い
た

だ
け
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

市
の
施
策
「
市
民
と
行

政
と
の
協
働
体
制
の
確
立
」
が

あ
る
が
、
地
域
に
密
着
し
た
自

発
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支

援
を
考
え
て
い
る
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
な
ど
の
自
主
性
を
尊
重

し
、
団
体
相
互
間
の
連
携
が
図

れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
と
と

も
に
、
活
動
の
拠
点
と
な
る
交

流
の
場
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

今
、
ま
ち
づ
く
り
に
携

わ
る
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
立
場
の

人
に
対
し
て
、
市
は
何
を
期
待

し
、
何
を
求
め
て
い
く
の
か
。

様
々
な
実
践
活
動
を
積

ん
で
こ
ら
れ
た
リ
ー
ダ
ー
の
皆

さ
ん
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
意
見

や
情
報
の
交
換
を
行
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

心
の
豊
か
さ
、
人
間
性

を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
市
民

意
見
を
収
集
し
た
教
育
理
念
も

必
要
と
思
う
が
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
三

者
連
携
協
議
会
や
学
校
評
議
員
、

学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
等
か
ら

多
く
の
貴
重
な
意
見
を
教
育
施

策
に
生
か
し
た
い
。

行
政
と
市
民
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て

今
成
　
信
司
　
議
員

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

渋川ネイブルスクエアのまちなか朝市

産業廃棄物最終処分場
設置等反対に関する決議
産業廃棄物最終処分場については、必要不可欠の施

設であることは理解するが、県内における現在の産業

廃棄物最終処分場の設置状況を見ると、施設が特定の

市町村に偏っている。渋川市においても既に多くの最

終処分場を受け入れてきており、県内処分量に占める

割合は年々増加している。県内における産業廃棄物最

終処分場配置計画を策定し、適正なる配置を促進する

ようここに要望する。

現在のような状態を続けていけば、本市域の榛名山、

赤城山、子持山及び小野子山の丘陵地の自然環境の破

壊や災害等の危険性を一層増幅させるとともに、恵ま

れた地下水に頼っている水道水の汚染さえ危惧される。

これらの山々の貴重な自然は、渋川市民共有の財産で

あることから、これを可能な限り守り、後世に引き継

いでいくことが重要である。

よって、本市議会において、産業廃棄物最終処分場

設置等の反対について、下記のとおり決議するもので

ある。

記

我が渋川市は、恵まれた水と緑豊かな榛名山、赤城

山、子持山及び小野子山の丘陵地の環境保全に努めて

いる。この渋川市の豊かな自然環境を未来へ引き継ぐ

ために、産業廃棄物最終処分場の設置等に対して、今

後反対することを決議する。

平成19年12月19日

群馬県渋川市議会

飲酒運転根絶に関する決議
交通事故のない、安全で安心して暮らせる社会の実

現は、市民すべての切実な願いである。

しかしながら、全国的には飲酒運転による危険性や

違法性が再三にわたって指摘されているにもかかわら

ず、依然として、飲酒運転による痛ましい交通死亡事

故が相次いで発生し、まことに憂慮すべき事態となっ

ている。

飲酒運転の根絶には、運転者が飲酒運転の違法性、

事故発生の危険性、事故による責任の重大性を認識す

ることはもとより、家庭、地域、職場等において飲酒

運転を許さない環境づくりが必要不可欠であることか

ら、市民が一丸となって飲酒運転の根絶に向けた機運

を高めることが求められる。

よって、本市議会は、ここに改めて交通安全意識の

徹底を強く呼びかけるとともに、市当局をはじめ関係

機関、団体と連携を強化し、市民と一体となった飲酒

運転根絶運動を強力に推進するものである。

以上、決議する。

平成19年12月19日

群馬県渋川市議会

一 般 質 問一 般 質 問


